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中国で流行している呼吸器感染症を踏まえた県内の感染状況について 

中国北京市、遼寧省などで小児を中心とした肺炎像を伴う呼吸器感染症に関し、過日ＷＨ

Ｏから「現時点で新規の感染症や異常な臨床症状の報告はなくマイコプラズマを含む既知の

感染によるもの」との報告がありました。 

引き続き状況を注視し、適宜情報提供を行っていくとともに、現時点の本県における呼吸

器感染症の状況をお知らせします。 

 

【県ＣＤＣ専門医の見解】 

・原因不明の病原体による肺炎が拡大しているという情報は発表されておらず、中国国内の

インフルエンザ様感染症の推移やこれまでのロックダウンの厳しさから、既知の微生物に

よる感染が拡大しているという現地当局者の見解のとおりと思われる。今後も情報に注意

していく。 

・県内では季節性インフルエンザの流行以外に、RSウイルス感染症やマイコプラズマ肺炎と

いった小児に肺炎を起こす病原体の拡大はみられない。発熱や咳などの症状がある小児に

ついては、体調に応じて自宅療養や受診をお願いしたい。 

・現在、インフルエンザが警報レベルとなっており、また全国的には咽頭結膜熱やA群溶血性

レンサ球菌咽頭炎など小児の感染症も流行しているので、手洗い、マスク着用など基本的な

感染対策の徹底をお願いしたい。 

 

 

【県内の状況について】 

 呼吸器感染症の感染状況 

１１月３０日（木）に公表した定点医療機関から報告のあった感染者数は次のとおり 

・ RSウイルス感染症     ０人 

・ マイコプラズマ肺炎    ０人 

・ 季節性インフルエンザ   １，２２９人（前週１，０２２人  ＋２０７人） 

 抗菌薬・抗ウイルス薬の流通状況 

一部品目によっては出荷制限があるが、代替品により対応が可能であり、供給に大きな問

題は生じていない。 
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【県の対応等について】 

 医療機関、県医師会・地区医師会に対して１１月２７日に情報提供を行った。 

 今後も引き続き情報収集に努めるとともに、以下の対応を行う。 

・県民に対して、感染防止対策の実施を呼びかける。 

・ 医療機関、県医師会・地区医師会に対して引き続き情報提供を行う。 

 

 

 

【参考資料】 

（参考１） 中国で流行している呼吸器感染症に係る経緯 

日時 状況 

１１月２２日 
国際感染症学会の配信 

・中国北京市、遼寧省などで小児の呼吸器感染症が増加している 

１１月２３日 

ＷＨＯの報告 

・現時点で新規の感染症や異常な臨床症状の報告はなくマイコプラズマを 

含む既知の感染によるもの 

１１月２４日 

国立感染症研究所の見解 

・現在の中国の情報からはマイコプラズマを含む既知の病原体によって引 

き起こされていると考えられる。 

・一方、今後の中国での呼吸器感染症の発生状況や病原体について注視す 

る必要がある。 

１１月２６日 

中国の保健当局の発表 

・呼吸器疾患について、インフルエンザが中心で、通常の風邪のウイルス 

やマイコプラズマ肺炎等も一定程度みられる 

 

（参考２）国立感染症研究所レポート 

『中国で小児を中心に増加が報じられている呼吸器感染症について』（2023.11.24） 

https://www.niid.go.jp/niid/ja/from-lab/2521-cepr/12382-china-respirtatory.html 

 

（参考３） 

ＲＳウイルス感染症 

https://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou11/01-05-15.html 

マイコプラズマ肺炎  

https://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou11/01-05-38.html 

咽頭結膜熱 

https://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou11/01-05-16.html 

A群溶血性レンサ球菌咽頭炎 

https://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou11/01-05-17.html 


